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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に固体層を生成する化学反応を活性化するために前記基板上に活性剤含有層を形
成するための非水液体混合物であって、前記基板は前記非水液体混合物より極性が高く：
　活性剤と；
　界面活性剤と；
　溶媒と；
　随意的に結合剤を含み；
　前記界面活性剤は、ポリエーテル変性ポリシロキサンおよびアクリル酸エステル変性ポ
リシロキサンから選定され；
　前記非水液体混合物は、２５℃で２０～５０ｍＮ／ｍの範囲の表面張力を有する溶媒を
含む；
　非水液体混合物。
【請求項２】
　前記界面活性剤は、前記非水液体混合物の全重量の１重量％未満の量で存在する；
　請求項１に記載の非水液体混合物。
【請求項３】
　前記溶媒は、１つ以上の低極性溶媒を含む；
　請求項１または請求項２に記載の非水液体混合物。
【請求項４】
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　前記溶媒は、ジアセトンアルコールおよびメトキシプロパノールから選定される；
　請求項３に記載の非水液体混合物。
【請求項５】
　前記活性剤は、触媒または触媒前駆体を含む；
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の非水液体混合物。
【請求項６】
　前記活性剤は、導電金属の塩または錯体である；
　請求項５に記載の非水液体混合物。
【請求項７】
　前記活性剤は、酢酸パラジウムである；
　請求項６に記載の非水液体混合物。
【請求項８】
　前記結合剤は、固体材料を形成するのに適した条件下で、重合および／または架橋する
ことができる１つ以上の材料を含む；
　請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の非水液体混合物。
【請求項９】
　１つ以上の紫外線硬化アクリレートおよび／またはメタクリレートを含む；
　請求項８に記載の非水液体混合物。
【請求項１０】
　基板上に固体層を形成する方法であって：
　前記基板上に活性剤含有層を生成するために、前記基板の表面に請求項１ないし請求項
９のいずれか１項に記載の非水液体混合物を付着する工程と；
　前記基板上に固体層を形成するために、１つ以上の別の液体を、前記活性剤で活性化さ
れる化学反応のために、前記層に付着する工程とを備え；
　前記基板は前記非水液体混合物より極性が高い；
　方法。
【請求項１１】
　前記非水液体混合物を、前記基板の表面にパターン状に付着する；
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記非水液体混合物は、塗布処理により付着される；
　請求項１０または請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記塗布処理は、デジタル処理が好適な非接触処理である；
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記活性剤含有層はパターンにしたがって基板上に形成される；
　請求項１０ないし請求項１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記固体層は、導電金属層である；
　請求項１０ないし請求項１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１０ないし請求項１５のいずれか１項に記載の方法によって調整された固体層を
含む；
　物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基板上での層の形成に関し、基板上に活性剤含有層を形成するための液体混
合物、および、たとえば無電解析出により、そのような活性剤含有層を用いて、基板上に
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、たとえば導電金属の、固体層を形成する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　国際公開ＷＯ２００４／０６８３８９は、特に、基板上に導電金属領域を形成する方法
を開示し、この方法では、たとえばインクジェット印刷により触媒や触媒前駆体（たとえ
ば、酢酸パラジウム）などの活性剤を基板上に析出することを含み、活性剤は金属イオン
溶液と還元剤溶液の反応を活性化して基板上に導電金属領域を形成する。代表的な実施の
形態では、活性剤インクはジアセトンアルコールとメトキシプロパノールの混合物中に溶
解した酢酸パラジウムを含み、またポリビニル・ブチラールと水酸化カリウムとを含み、
インクジェット印刷により基板上に塗布される。印刷された活性剤インクを乾燥した後に
、硫酸銅とホルムアルデヒドを含有する１つ以上の溶液を活性剤含有層上に反応用にイン
クジェット印刷し、導電性銅層を形成する。
【０００３】
　国際特許出願ＰＣＴ／ＧＢ２００４／００４５８９（国際公開ＷＯ２００５／０４５０
９５）は、たとえば導電金属の、固体層を、基板上の活性剤含有層の使用を含め、基板上
に形成する方法を開示している。その層は、たとえば１つ以上の硬化性モノマーおよび／
またはオリゴマーの重合反応生成物のような第１の化学官能性を含み、第１の化学官能性
は、少なくとも一部はその層に付着される液体に不溶である。その層は、たとえばポリビ
ニル・ピロリドン（ＰＶＰ）のような第２の化学官能性も含むのが好ましく、第２の化学
官能性は、少なくとも一部は付着された液体に可溶である。
【０００４】
　国際特許出願ＰＣＴ／ＧＢ２００４／００５０８８（国際公開ＷＯ２００５／０５６８
７５）は、たとえば導電金属の、固体層を、基板上の活性剤含有層の使用を含め、基板上
に形成する方法を開示している。活性剤は、たとえば紫外線硬化アクリレート（アクリル
酸エステル）および／またはメタクリレート（メタクリル酸エステル）のような硬化性混
合物中に加えられる。
【０００５】
　国際公開ＷＯ２００５／０４５０９５およびＷＯ２００５／０５６８７５の方法は、無
電解めっきにより導電金属をパターン付き状態に選択的に塗布するのに、特に使用されう
る。選択的な金属塗布の用途には、電気回路、アンテナ、ディスプレイで使用される導体
、加熱要素、相互接続および装飾を含むが、これらには限定されない。これらの用途のほ
とんどで、パターン付けされた外観の大きさや形状、および、たとえば特定金属形状の抵
抗の再現性のような、形成された金属の物理特性を高度に制御することに大きな関心があ
る。
【０００６】
　中間の液相を経由する固体材料の塗布における一般的な問題は、いわゆる「コーヒー染
み（Ｃｏｆｆｅｅ　ｓｔｒａｉｎ）」効果である。この現象は、溶媒あるいはキャリアが
取り除かれることにより溶液から固体層が生成されるときに生ずる。表面張力と熱影響と
の組合せにより、溶媒が蒸発し液滴が乾燥するにつれ、溶液の固体成分は、溶液の液滴の
端へと分離される。このことにより、固体層の周辺を囲む厚い固体の特徴的なリングを有
する固体層を生ずる。最終的な固体材料がいくつかの固体材料の混合で構成されるような
状況では、この厚い周囲リングは、中央部分の比較的均一な材料とは異なった成分を有す
ることが多い。外観上、このことは、固体層の色や色調の差として明らかになるかもしれ
ない。固体層がたとえば化学反応性、電気的あるいは半導体特性のような別の物理特性の
ために利用されるならば、この効果により、塗布された材料の区域を横断して性能の本質
的な変化（ばらつき）をもたらすことができる。
【０００７】
　無電解析出を促進する触媒組成を含む溶液の場合には、このコーヒー染み効果は、触媒
材料の不均一な分布を生じ、よって、無電解析出速度のばらつきを生ずる。ほとんどの場
合、触媒材料は厚いコーヒー染み領域に集中し、その結果この領域で高いめっき速度とな
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り、よって、塗布された形状にわたり厚さのばらつきを大きくすることになるであろう。
多くの場合、このことは好ましいことではない。
【発明の開示】
【０００８】
　一態様において、本発明は、化学反応を活性化するために基板上に活性剤含有層を形成
するための液体混合物を提供し、固体層を生成し、液体混合物は、活性剤、界面活性剤お
よび溶媒および／または結合剤を含む。
【０００９】
　使用においては、液体混合物（あるいはインク）を、たとえばインクジェット印刷など
、いかなる適切な方法によってでも基板の表面へ付着することができる。その後この層は
、化学反応を活性化するのに用いられ、基板上に、たとえば導電金属層などの、固体層を
生成する。代表的には、このことは１つ以上の別の液体との接触を含む。
【００１０】
　よって別の態様では、本発明は基板上に固体層を形成する方法を提供し、活性剤と界面
活性剤と溶媒および／または結合剤とを含む本発明による液体混合物を基板表面に付着す
る工程であって、基板上に活性剤含有層を生成する、工程と；１つ以上の別の液体を、活
性剤で活性化される化学反応用にその層に付着する工程であって、基板上に固体層を形成
する、工程とを備える。
【００１１】
　界面活性剤は、液体の表面張力を低下するのに一般的に用いられている。液体混合物中
に界面活性剤が存在すると、特定の基板に付着されたときに、液体混合物の挙動が変化す
る。
【００１２】
　基板に付着されたときの液体混合物の挙動は、液体混合物（特に、溶媒および／または
結合剤により定められるように）と基板表面との相対的な極性により定まる。
【００１３】
　液体混合物が基板表面より極性が小さい場合は、界面活性剤の親水性部分が、液体混合
物よりも基板表面により親和性を生ずる。このことにより、結果として界面活性剤の極性
部分が再配向し、基板表面をより疎水とし、基板表面と液体混合物の間の表面張力を増大
する。このことにより、液体と基板表面との接触角は大きくなり、その結果、液体の端の
「ピンニング（固定）」は減少し、濡れ性はあまり好ましくなくなり、液体がコーヒー染
み形状で乾燥する傾向がなくなるか小さくなる。この場合には、狭くて、しっかりと画定
された活性剤含有層の線を基板上に生成することができる。
【００１４】
　典型的には、この状況は、低極性のあるいは極性のない溶媒および／または結合剤（特
に、非水液体）を含む液体混合物と、極性のある（イオン化した）表面（必ずしも、高い
極性でなくてもよい）を有する基板とで生ずる。
【００１５】
　低極性の溶媒（たとえば、２０～５０ｍＮ／ｍの範囲の２５℃での表面張力を有する）
には、ジアセトンアルコールやメトキシプロパノールなどのような、アルコール錯体ある
いは長鎖アルコールを含む。
【００１６】
　極性のある基板には、極性のあるまたは水酸基末端の表面を有するアクリル、スチレン
、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリイミド、ガラスおよびセラミック
スのような重合体材料を含む。さらに、極性のない表面は、たとえばコロナ処理あるいは
プラズマ処理により、あるいは、自己組織化単分子膜によって、極性のあるように処理す
ることもできる。
【００１７】
　液体混合物が基板表面より極性が大きい場合には、逆の作用が生ずる。この場合には、
界面活性剤の親水性部分は、基板表面よりも液体混合物により親和性を有する。表面活性
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剤は、液体混合物と基板表面との間の表面張力を減ずるように作用し、その結果、液体混
合物の濡れ性が向上する。この場合には、基板上に活性剤含有層の広めの線が形成される
。この効果は、液体混合物が濡れ性をよくするのに用いられることができることを意味し
、他の場合には望ましくない非濡れという結果となったであろう。典型的には、この状況
は、たとえば、液体混合物が、水ベースの混合物のように、大きな極性を有する場合、あ
るいは、基板表面が、高密度ポリエチレンの基板あるいは液晶ポリマーのように疎水性あ
るいは高度に非極性である場合に生ずる。
【００１８】
　液体混合物は、混合した溶媒を含んでもよい。
【００１９】
　溶媒がある場合、溶媒は活性剤を溶解し、あるいは、分散させる機能を有する液体であ
り、また、上述の挙動を説明するように、界面活性剤の溶媒としても作用する。液体混合
物の使用においては、溶媒は蒸発し、活性剤含有層の構成要素とはならない。
【００２０】
　結合剤がある場合、結合剤も同様に、活性剤を溶解し、あるいは、分散させる機能を有
し、また、界面活性剤の溶媒としても作用する。結合剤は、溶媒中に溶融している、一種
の液体であり、あるいは、溶解した状態で液体混合物中に存在していてもよい。液体混合
物の使用において、結合剤（あるいはその生成物）は、たとえば、溶媒を蒸発させた乾燥
後にあるいは重合あるいは架橋などによる固化を生ずる化学反応後に、固体として活性剤
含有層中に存在する。活性剤含有層中で、固体の結合剤（あるいは結合剤生成物）は活性
剤の基板への接着を助ける。
【００２１】
　液体混合物は、典型的には溶媒と結合剤の両方を含むが、結合剤だけを、あるいは、溶
媒だけを用いることも可能である。
【００２２】
　結合剤は、使用において固化する１つ以上の材料を含み、適当な条件での重合および／
または架橋のような化学反応をするのが都合がよい。結合剤は、適切な硬化条件に反応し
て生ずる化学反応により、硬化すると都合がよい。たとえば、結合剤は、特定の波長範囲
（たとえば、紫外線、青色光、マイクロ波、赤外線）の電磁照射、電子ビームあるいは熱
などの刺激に反応して硬化してもよい。代わりに、結合剤は、適当な化学条件に、特に化
学硬化剤あるいは硬化剤の存在などに反応して硬化してもよい。さらに可能性として、結
合剤は、水分や空気などの種類のものの存在に反応して硬化してもよい。紫外線硬化混合
物を用いるのが便利である。
【００２３】
　そのように結合剤は、１つ以上のモノマーおよび／またはオリゴマーを含むのが好まし
く、モノマーおよび／またはオリゴマーは使用において重合しおよび／または架橋可能で
ある。結合剤は、１つ以上の紫外線硬化アクリレートおよび／またはメタクリレートを含
むのが好都合である。この場合、液体混合物は、当該技術分野の当業者に周知の適切な開
始剤を伴う、１つ以上の紫外線光開始剤も含むこともできる。
【００２４】
　適切な硬化材料のさらに詳細な記述は、国際公開ＷＯ２００５／０５６８７５に記載さ
れている。
【００２５】
　界面活性剤を含まないで、混合液体は、典型的には約４５ｍＮ／ｍを下回る表面張力（
２５℃）を有する。
【００２６】
　本発明で用いるのに適当な界面活性剤の例には、ポリエーテル変性ポリシロキサン（た
とえば、ＢＹＫ－３３３、ビックケミー社（ＢＹＫ　Ｃｈｅｍｉｅ）、ドイツから販売の
ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサン。ＢＹＫ－３３３は登録商標）、およびヴァッ
カーケミー社（Ｗａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｅ　ＧｍｂＨ）、ドイツからのアディド３００
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（Ａｄｄｉｄ　３００）（ＡＤＤＩＤは登録商標）を含むポリジメチルシロキサン誘導体
などのアクリル酸エステル変性ポリシロキサンを含む。
【００２７】
　混合した界面活性剤を用いることもできる。
【００２８】
　効果を生ずるには、界面活性剤は液体混合物中に比較的少量だけ必要である。典型的に
は、界面活性剤は、液体混合物の全重量を基礎として、１重量％未満の量で、場合により
０．５重量％未満、たとえば、約０．３重量％の量で存在する。
【００２９】
　活性剤は液体混合物中で、溶液であるいは分散して（溶媒および／または結合剤中に溶
解しあるいは分散して）あるいはこれらの状態の混合として存在する。
【００３０】
　活性剤は、たとえば上記で参照した先行技術文献で開示されているように、触媒あるい
は触媒前駆体を備えるのが好都合である。固体層が導電金属層を備えるときには、活性剤
は導電金属の塩あるいは錯体であるのが好都合であり、好ましくは遷移金属、特にパラジ
ウム、プラチナあるいは銀の塩である。この塩は、塩化パラジウムのように無機、あるい
は、たとえば酢酸パラジウムやプロピオン酸パラジウムのように有機でよい。
【００３１】
　現在の好適な活性剤は、酢酸パラジウムである。酢酸パラジウムは、金属化反応に触媒
作用を及ぼすパラジウムの前駆体である。酢酸パラジウムは、たとえば、パラジウム金属
を形成するように、ジメチルアミンボラン（ＤＭＡＢ）のような、その後に付着される還
元剤により、その場での還元により、活性なあるいは触媒の構造に変形してもよく、その
構造は、適切な別の液体（単数）や液体（複数）が付着されたときにその上に金属が析出
するのに触媒作用を及ぼすことができる。
【００３２】
　混合した活性剤を用いることもできる。
【００３３】
　活性剤含有層は全基板表面のほとんどあるいはすべてをコーティングすることができる
。あるいは、この層はパターンに従って基板上に形成されてもよい。これは、いくつもの
方法で行うことができる。たとえば、液体混合物は、例えば所望のパターンで印刷するよ
うに、特にインクジェット印刷により、パターンに従って付着され、例えば塗布されても
よい。あるいは、活性剤含有層は、例えば国際公開ＷＯ２００５／０５６８７５に開示さ
れているように、液体混合物を付着してからパターンを作ってもよい。
【００３４】
　液体混合物を、塗布処理により、例えば印刷処理により、基板表面に付着するのが好ま
しい。塗布処理は、非接触であることが好ましく、たとえばインクジェット印刷のような
デジタル処理であることが好ましい。インクジェット印刷を用いるときには、液体混合物
の特性は、この方法での塗布に適した特性、たとえば粘性、表面張力など、であるのがよ
い。
【００３５】
　印刷処理により、典型的には３００ｎｍより厚い、かなりより厚いかもしれない、厚さ
を有する層を生成することになる。
【００３６】
　液体混合物は、国際特許出願ＰＣＴ／ＧＢ２００４／００４５８９に開示されているよ
うに、第１の化学官能性および第２の化学官能性を含むことが好ましい。
【００３７】
　他の任意選択で好ましい特徴は、国際公開ＷＯ２００４／０６８３８９、ＷＯ２００５
／０４５０９５およびＷＯ２００５／０５６８７５に開示されているようなものである。
【００３８】
　活性剤含有層は典型的には例えば、乾燥あるいは硬化後で、別の液体（単数）や液体（
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複数）が付着される前には、固体状である。別の液体（単数、複数）は、上記で説明した
ような塗布方法や浸す方法を含む種々の方法で付着される。
【００３９】
　固体層は、導電金属層であるのが好都合であり、活性剤含有層中の活性剤を含むいろい
ろな処理により形成することができる。適切な方法には、典型的には金属イオンの還元を
伴い、国際公開ＷＯ２００４／０６８３８９に開示された処理や、たとえば国際公開ＷＯ
２００５／０４５０９５およびＷＯ２００５／０５６８７に開示されたような無電解メッ
キをも含む。
【００４０】
　本発明の方法は、基板上に固体層を形成するのに用途を見出し、特に、電気回路、アン
ンテナ、ディスプレイで用いられる導線、加熱要素、内部接続および装飾を含む、種々の
状況と用途で、導電金属層の選択的形成に用途を見出す。本発明は、その範囲内に、本発
明の方法により調整された固体層を含む物品を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　本発明は、添付の図面を参照して、以下の実施例で、図示を目的として、さらに説明さ
れる。
【実施例１】
【００４２】
　従来の液体混合物あるいはインクの配合は、国際公開ＷＯ２００５／０４５０９５に開
示されているように、下記の図１に示した配合を有する。これは「標準」インクとして参
照される。このインクは、特定の成分を混合して調整された。
【表１】

【００４３】
　ＤＰＧＤＡは、ＵＣＢ社、ベルギー、ドラゲンボス（Ｄｒａｇｅｎｂｏｓ）から販売の
ジプロピレングリコールジアクリレートである。アクチレン５０５（アクチレン５０５は
、登録商標）は、アクゾノーベルＵＶレジン社（Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌ　ＵＶ　Ｒｅｓｉ
ｎｓ）、英国、マンチェスターから販売の反応性四官能基アクリル酸ポリエステルオリゴ
マーである。ＤＰＨＡは、ＵＣＢ社、ベルギー、ドラゲンボスから販売のジペンタエリト
リオールヘキサアクリレート、六官能基モノマーである。ＤＰＧＤＡ、アクチレン５０５
およびＤＰＨＡは、すべて紫外線硬化モノマーである。イルガキュア１７００とイルガキ
ュア８１９（イルガキュアは登録商標）は、チバスペシャルティケミカルズ社（Ｃｉｂａ
　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）、英国、マクルスフィールド（Ｍａｃｃｌ
ｅｓｆｉｅｌｄ）から販売され、ともに紫外線光開始剤である。ＤＡＡは、ジアセトンア
ルコールで紫外線硬化モノマー用の僅かに極性のある溶媒である。ＰＶＰ　Ｋ３０は、イ
ンターナショナルスペシャルティプロダクツ社（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃ
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ｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ）からのＫ３０グレードのポリビニルピロリドンであり、
６００００と７００００の間の分子量を有する。ジョンソンマッセイ社（Ｊｏｈｎｓｏｎ
　Ｍａｔｔｈｅｙ）からのパラジウム（II）アセテート三量体は、触媒前駆体である。酢
酸パラジウムは、溶液のインク中に初めに存在し、酢酸パラジウムの割合は潜在的に減少
して安定したコロイドを形成する。
【００４４】
　この標準インクの例は、１００μｍの厚さのメリネックス３３９ポリエステル基板（メ
リネックス（Ｍｅｌｉｎｅｘ）はデュポン帝人フィルム社（Ｄｕｐｏｎｔ　Ｔｅｉｊｉｎ
　Ｆｉｌｍｓ）の登録商標）上に、ＸＡＡＲ　ＸＪ５００／１８０／ＵＶプリントヘッド
を用いて１８０ｄｐｉ×２５０ｄｐｉの解像度で印刷された。これは、４ｋＨｚの発生周
波数でプリントヘッドを運転し、下方の基板を０．４１ｍ／分で動かすことにより行った
。その後、インクを、フュージョンシステムズ社（Ｆｕｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）から
のライトハンマー（Ｌｉｇｈｔ　Ｈａｍｍｅｒ）６ＵＶランプを用いて、１００Ｗ／ｃｍ
の照射強度を与える１４０ｍｍＨ電球で、硬化した。
【００４５】
　標準インクの配合はそれから、０．３％　Ｗ／Ｗの界面活性剤、ビックケミー社、ドイ
ツから販売のＢＹＫ－３３３、ポリエーテル変性ポリジメチルシロキサンを含むように改
良された。この改良された配合の詳細の全ては表２に示す。これは、「界面活性」インク
と称される。
【表２】

【００４６】
　この界面活性インクもまた、標準インクと同じ形態と条件を用いてメリネックス３３９
上に印刷された。
【００４７】
　メリネックス３３９基板は、アクリル被服ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）であ
り、その表面は僅かに極性を有する。この結果、ＢＹＫ－３３３界面活性剤の親水性部分
は、インク中に僅かに極性のあるアルコール溶液とアクリレート結合剤だけのときよりも
、基板に対しより大きな親和性を有する。このことにより効果的に、基板をより疎水性に
し、基板とインクの間の表面張力を増加する。結果として、インクの端の「ピニング」は
減少し、濡れ性はあまり好ましくなくなり、インクがコーヒー染みで乾燥する傾向がなく
なる。
【００４８】
　図１は、上記の条件下で双方のインクを用いて印刷した３ピクセル幅の線の断面の表面
形状図を示す。コーヒー染み効果が、標準インクでは明らかに見られ、１μｍ程度のかな
り均一な厚さを示すが、硬化と乾燥中に余分な固体が分配された端で３．３μｍ程度に上
昇している。比較において、界面活性インクは、より均一なドーム型形状を示し、中央で
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２．６μｍ程度にまで上昇する。スキャンした形状を誇張するように横軸と縦軸のスケー
ルに差があることに注意を要する。
【００４９】
　界面活性インクは、また標準インクより狭い線幅を生成し、５０３μｍに比べ４３４μ
ｍ程度である。
【００５０】
　この効果は、図２および図３にそれぞれ示す２ピクセルの線および１ピクセルの線でよ
り顕著となる。２ピクセルの線では、界面活性インクは２５％さらに狭い線を示す。１ピ
クセルの線の比較では、界面活性インクの線は３０％程度さらに狭い。
【００５１】
　界面活性インクの別の利点は、メッキの均一性に起因する。上記の活性剤含有層の試料
は、市販の無電解銅メッキ槽に浸すことにより銅金属で無電解メッキされた。そのメッキ
槽は、エンプレート８２７銅メッキ成分溶液Ａ、ＢおよびＣ（エンプレート（Ｅｎｐｌａ
ｔｅ）はクックサンエレクトロニックマテリアルズ社（Ｃｏｏｋｓｏｎ　Ｅｌｅｃｔｒｏ
ｎｉｃ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）からの登録商標）で構成され、３：３：１の比で混ぜられ
、７５％　ｗ／ｗの脱イオン化された水で希釈された。エンプレート８２７Ａは、硫酸銅
を含む。エンプレートＢはシアン錯化剤とホルムアルデヒドを含む。エンプレート８７２
Ｃは、水酸化ナトリウムを含む。そのメッキ槽は４５℃の温度に維持された。メッキ前の
予備処置として、試料は次メチルアミンボレーネ（ＤＭＡＢ）の１．６％溶液で洗浄され
、酢酸パラジウムをパラジウムに還元した。
【００５２】
　２０秒間メッキした後に、界面活性インクの試料は連続する銅線を形成したことは注目
に値する。しかし、標準インクを用いて製造した試料は、線の端の厚い領域に選択的にメ
ッキされた。より長いメッキ時間では、この効果は、一様になり、線が全て銅の連続した
層に被覆されるようになった。
【００５３】
　界面活性インクを用いて印刷した線は、標準インクで印刷した同等な線よりも高い導電
性の線を生成したことは、また注目に値する。表３は、これら２種のインクで印刷した１
ピクセルおよび２ピクセルの線イメージでの抵抗値測定の比較を示す。
【表３】

【００５４】
そのイメージはメリネックス３３９上に、５００ｄｐｉの移動方向（Ｄｏｗｎ－ｗｅｂ）
解像度で、印刷され硬化された３ｃｍの長さの試験棒であった。試料は、上記のような無
電解メッキ溶液中で４０秒間メッキされた。平均抵抗値は、それぞれおのインクについて
２４本の試料にわたって測定された。界面活性インクは、標準配合よりも一貫して低い抵
抗を有することが見て取れる。
【００５５】
　比較では、界面活性インクが、疎水性の基板で、たとえばデュポンからのゼニート（ゼ
ニート（Ｚｅｎｉｔｅ）は登録商標）のような液晶ポリマーで用いられるとき、界面活性
剤がインクと基板との表面張力を減ずるように作用し、結果として、インクの濡れ姓が改
善され、標準インクで印刷したときに見られるよりも線の幅が太くなる。この効果は、界
面活性インクは基板上の好適な濡れ性を得るのに用いることができ、その基板は標準イン
クを用いるときには通常非濡れである。
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【実施例２】
【００５６】
　いろいろなインクにおける改善された濡れ性と細くなった線の幅の間の限界をよりよく
定量化するために、界面活性剤ＢＹＫ３３３を種々の液体に加え、メリネックス３３９ポ
リエステル基板上で界面活性剤ありとなしの液体の接触角を測定した。溶媒の極性特性が
その表面張力に関係しているので（極性のより大きな液体は、より高い表面張力を有する
）、液体は、下記の図４に示すように表面張力の順番に並べた。
【表４】

【００５７】
　全ケースで、０．３％（ｗ／ｗ）のＢＹＫ３３３界面活性剤を液体試料に加え、界面活
性剤ありとなしの液体の液滴をメリネックス３３９ポリエステル上に置いた。水、エチレ
ングリコール、ポリエチレングリコール３００の場合には、界面活性剤を加えることによ
り濡れ性は改善され、界面活性剤ありの液滴の接触角は界面活性剤なしの液滴の接触角よ
り顕著に小さかった。ＮＭＰとＤＡＡの場合には、逆の結果であり、界面活性剤添加液体
は基板に対しかなり大きな接触角を示した。
【００５８】
　この実験より、界面活性剤ＢＹＫ３３３を加えることは、４３．５ｍＮ／ｍ以上の表面
張力を有する液体に対しては、メリネックス３３９の濡れ性を改善することが推定される
。同様に、この材料を加えることは、４０．７９ｍＮ／ｍ以下の表面張力を有する液体に
対しては線の幅を狭めることになる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】図１は、標準のインクと本発明による界面活性インクとを用いて印刷した３ピク
セル幅の線の断面の表面形状の図のミクロン単位で移動したオングストローム単位の外形
高さのグラフである。
【図２】図２は、図１と同様のグラフであり、２ピクセル幅の線に対する結果を示す。
【図３】図３は、図１および図２と同様のグラフであり、１ピクセル幅の線に対する結果
を示す。
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